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対象は 1963年， 1964 年の 2 年間に阪大病院小児科を受診し，築液性髄膜炎と診断された 91 名を選




記録時期は発病初期に記録した“急性または亜急性期"と“臨床的治癒期" ，“臨床的治癒後 1 カ
月"， "発病から l 年後"の 4 期に分類したD
〔成績〕
①急性または亜急性期に異常を呈したものは 91 名中 66 名，治癒期には 76 名中 42 名，治癒期から























①石松子注入群: 2% 石松子蒸留水浮准液 O.lml を大槽内に注入。
②化膿性髄膜脳炎群:小田株 ß-streptococcus hemolyticus を湿菌重量 1 mg/ml になる様に 5
%ブドワ糖液に浮瀞させ，その 0.1 ml を大槽内に注入。注入後 4 時間目から 20mg/kg/ day の
Erythromycin 注入を行ったものを治療群としたD



























を示し，長期間に亘って異常波が消失しない例も少なくない事を見出している。また mumps virus, 
ECHO virus, Coxsackie virus などの病原ワイノレス別に観察して，ワイノレスの種類別のみならず，型
が異なっても異常率が異なる事を明らかにしているo
更に重要なことは，後遺症として癒摘発症例のあることを指摘している。これらの事実に加えて，
家兎の実験的髄膜炎の成績を参照して，従来予後良好と言われていた柴液性髄膜炎も病変が高頻度に
脳実質へ波及している事を示唆し，本症羅患児は長期間に豆り，臨床的ことに脳波学的検査の必要性
を強調している。
以上の如く，築液性髄膜炎の脳波学的研究により，本症の臨床に新知見を加えた点に本論文の意義
を認めるo
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